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わfよくしたちは、専1)捜)11と字書苦言31こかこまれ8祭と歴院には
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客人を大協こし子どもの曹を持て華せなあびこにします

ふるさとを嚢し文化告義的豊かな毒aこにします

みん容で蓄しあい 者まりを守り 理署るい事ぴこlごします
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作
的
総
人
で
綴
っ
て
い
ま
す
砲
し
か
辻
大
き
な
黒
字
で
し
た
e

こ
肉
黒
字
で

の
取
水
じ
よ
る
も
の
と
め
立
平
淡
で
す

9

し
な
が
ら
人
口
場
が
品
開
化
し
齢
制
競
加
入
営
業
聞
は
支
の
赤
字
会
主
人
う
め
す
る
こ
と

そ
の
点
的
ゑ
綴
闘
期
総
(
開
明
特
鵠
年
波
〉
殺
が
年
々
減
少
し
て
い
る
ニ
と
か
ら
、
が
で
き
‘
本
選
事
業
収
支
全
体
と
し
て

は
2
附
い
い
っ
き
2
8
7
閉
門
機
料
問
会
ニ
れ
本
叫
議
事
縁
叫
財
政
は
離
し
い
料
時
抗
出
一
を
巡
え
も
灘
一
字
を
H
R
け
て
急
事
跡
し
た
。
し
か
し

に

料

叫

し

級

事

ん

か

ら

い

と

ど

く

相

付

金

は

で

い

ま

す

台

制

帽

相

m
山
部
夜
以
肱
時
は
、

ζ
的
穴
う
め
の

平
的
1
3
0
m
H
U
然

で

、

水

三

一

併

に

つ

時

見

通

し

u

r

立

ち

ま

せ

ん

e

i
j
J
ペパ
1

1

寸
J
J十
!
i
i
j
J

霊
感
撃
的
立
し
い
言
、
営
護

水
謹
嬉

m
W
2つ
の

サ

イ

フ

…

支

持

撃

に

よ

っ

て

ま

が

撃

に

な

ilili--111111t¥
き
日
と
で
す
。
議
い
か
え
れ
ば
、
水
滋

て
い
か
な
け
れ
ば
同
な
り
議
せ
ん
し
‘
級
料
金
に
よ
っ
て
凝
議
会
悼
的
資
熔
が
ま

綴
が
後
間
閣
に
ぬ
べ
て
大
き
け
れ
ば
、
資
か
な
え
た

K
で
、
各
ら
に
質
問
機
い
水

mw

邸

2

仁

川

削

閣

時

制

水
漁
料
金
は
、
る
杯
前
倒
的
問
隊
問
山
相
T
4
H
n
に
抗
・
ω
O
M均
政
a
滅
容
れ
た
ま
ま
減
税
に
凝
っ
て
い
ま
す
む
こ
の
汝
的
犯
で
的

対
校
計
一
織
は
2
か
年
だ
っ
た
た
め
、
附
哨
山
刊
凶
初
年
に
は
財
政
的
丸
滋
し
を
す
る
子
氏
で
し
た
が
、

Mm々
な
事
泌
が
あ
コ
て

守
詰
に
及
び
ま
し
た
。
ニ
的
問
、
感
紛
の
合
則
明
化
や
総
滅
的
叫
削
減
目
い
絡
め
て
ホ
減
綴
象
的
料
開
強
制
に
あ
わ
~
っ
て
事
ま
し
た
句

し
か
し
‘
年
々
期
加
し
て
い
く
後
閣
は
絞
殺
努
力
万
け
で
は
車
か
な
え
ず
、
こ
め
ま
*
ゆ
で
い
〈
と
水
滋
前
険
金
銭
副
都
内

事
務
に
市
怖
い
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
去
る
6
M月
8
句
、
術
淡
ム
脳
級
副
剤
、
や
滋
げ
賊
験
終
‘
品
ん
叫
綿
滋
代
炎
で
開
脱
線
伐
れ
て

い
る
水
道
事
業
議
岬
協
議
議
余
に
ボ
成
績
織
の
財
政
に
つ
い
て
総
務
し
、
統
校
、
減
緩
い
い
ご
濃
淡
い
た
行
い
て
い
る
と
ニ

ろ
で
す

a

日
間
い
骨
わ
廿
水
灘
筋
線
対
拙
官
線
総
帥
純
潔
係
撚
〈
制

}
o
f・s
・
-an

i長与?;72望室長flg謀
まい ~ 0 ク ソホ努事総マr'J総隊
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華子一

議665寺子

か付がえのない命の水、 Lかし原f酉11年々上昇している

/
料
金
で
詑
か
結
う
水
道
財
政

f
a
l
l
i
-
-
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
g
 

皆
寺
ん
門
家
縫
に
き
れ
い
で
安
泰
な
ま
か
な
も
つ
ニ
と
と

8
れ
て
い
ま
す
e

水
を
お
履
け
す
る
京
滋
世
市
灘
は
、
拍
立
問
問
ヒ
前
的
絞
殺
で
品
る
か
ら
と
絞
っ

採
算
削
削
で
滋
紫
容
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
て
、
…
絞
余
計
め
お
会
で
京
滋
世
帯
掛
織
的

た
め
事
業
に
国
即
す
る
焚
瑚
は
、
す
べ
て
赤
字
会
お
う
ふ
と
は
、
警
な
絞
殺
で

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
本
滋
務
会
で
は
品
り
ま
せ
ん
。

価臨
時と金中写のた当開

g 

水

の

担

金

と

豪

語

長遅

，443，3描

し
た
給
水
サ
ー
ビ
ス
脅
す
る
た
め
に
、

ど
う
し
て
も
隊
総
し
な
〈
で
は
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
水
縦
料
品
採
は
品
開
刈
ぜ
ん

肉
食
議
い
い
綴
機
関
わ
っ
て
き
ゅ
守
的
で
、

物
撒
水
換
と
ホ
滋
悶
河
内
計
繭
的
バ
ラ
ン

ス
を
見
極
的
、
情
婦
鳳
じ
決
め
て
い
為
、
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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お父さん、お母さん“ひと宮Fを忘れずに

原料は、

火薬です

り
ま
ナ
。
問
問
む
よ
3
な
か
了
」
〉
を
し

て
い
で
も
、
子
に
仙
付
ヲ
て
楽
し
め
る
も

の
と
、
抽
時
換
に
す
刊
で
主
け
れ
ば
危
険
寺

も
の
が
み
り
ま
す
。

ま
た
、
位
大
悲
ほ
ぐ
し
た
り
、
鮎
判
事

ま
と
め
て
大
を
つ
け
た
り
す
る
と
れ
八
変

続時間
P
すり

い
い
点
的
事
故
で
死
亡
ー
た
り
、
行
方
不

明
に
な
っ
た
芸
三
中
主
以
下
~

は
全
国
側
?
3
0
3
人
に
も
ふ
し
り
ま
t
た。

こ
の
陣
織
に
交
捕
事
紋
?
従
亡
L
と
千

ゆ
車
体
が
小
き
い
た
め
、
4
議
集
の

死
角
い
恥
入
り
ゃ
す
い

凶
事
故
に
よ
る
犯
協
の
程
度
が
ん
踊
い

i

j

R

Z

1

4

@

Z

籍

取

の

ブ

レ

i

キ

特

性

f

特
性
H

を

よ

く

知

ろ

う

山

謀

総

と

島

幸

る

ニ

と

が

毒

液
は
2
輪
車
の
ン
i
d
子
J
T
す
が
、
だ
棋
に
ス
ピ
i
ト
総
長
味
わ
矛
て
い
る
の
議
本
で
、
一
般
的
仰
に
は
締
結
6
、
品
開

い
ま
県
下
で
は
2
輸
出
郡
に
よ
る
事
品
械
が
た
め
に
、
対
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
給
4
丹
務
先
が
絞
も
良
い
と
さ
れ
て
い

多
発
し
て
い
で
、
大
き
な
役
会
以
総
と
わ
か

η
ま

す

。

ま

す

ω

な

っ

て

い

ま

す

。

2

輪

車

の

w

符

性

H

は

次

の

巡

り

で

0

2

緩

ラ

イ

d

タ
ー
の
襖
党
特
性

市
内
で
も
、
こ
と
L
す
で
に
3
人
円
安
0
4
特
ド
ラ
イ
バ
;
も
ま
た
よ
く
総
路
面
を
や
心
に
し
て
法
成
さ
れ
れ
fx税

ラ
イ
ダ
ー
が
、
ス
ピ
ー
ド
の
山
山
L
渇
き
識
し
て
く
々
さ
い
c

野
は
狭
f
¥
筏
点
を
技
後
f
h
w
傾
向
が

に
よ
3
て
さ
叩
を
な
く
え
ま
L
た
。
川
ハ
ラ
ン
ス
幸
選
と
し
、
そ
れ
を
綴
い
た
め
、
後
方
向
ゃ
警
の
目
配
り

こ
れ
ら
の
死
亡
務
絞
め
同
時
国
削
を
み
る
綴
す
と
転
倒
関
す
る
に
欠
け
、
離
や
人
的
見
落
と
L
や
胤
四
%

と
、
ラ
イ
ダ
j
淡
が
、
2
輪
車
め
H
H
N
内
山
由
時
筒
状
附
献
に
絡
む
た
ブ
レ
ー
キ
滋
遅
れ
?
、
事
紋
を
口
組
ニ
L
が
や
っ
?
す
。

併
比
二
後
十
八
汀
に
理
解
し
な
い
い
ま
ま
、
た
作
が
日
掛
畿
と
さ
れ
る
H
我
M
m
w
，
T

警
審
商
品
帥
〈
昭
一
0
1
1
0
H

;11251Fiih占…ー1iTSi?iMi
ti えいし 通感鎮まに外ー主主酪~.. 轟 Fτ竃 I L (J)♀。子抜あまよ o

語れ判事}ぜ訂臨 65ifi:215?i j;:; 
喜一も臣、。けとにつ震空軍 ~ .y，:¥務"-<:i線鈴 l ゃにかぶく 。iまい

長，'主君雪さ まE3Z嗣鶴 z ト京 1 主主主宰宮古語主要
i毘 2 務 o いまこ うはが"! r.)'. 湾事政~.z.~雰す鴻 i 会 L 総しむも辛 11Iえ限

れぺ12tzzJJ 日掛防基譲)~ Iわ?九日付
ニ l~ I議議、 nl引 とれイC I ら〆百官一一 | め。、知 .'!i， f¥' 

f喜子科 Z与え学し 11 内士山吐=-".....室内計九持久里
"'市部 I !.'~， -r ノ と d t:竺j IBT E韮ヨ {/l li事よけ険ょがとか チ 段

ア移も絵 な 牛 士I く イ 夜 、 を さ Eヨ弓=ヨムニヰユvノ l 乎きた証う りせi::'去

戸恥ど の す だ 什 訪 れ . ." ~ " " " . . . " ." . .. ~ .. '" . .... .輩。件。絡やで 記必Jlすーだて了知手さを 、は L ""......，，"...い日 |整 、所 tニ釣む が や

221jjきii??ド再点検を iiifil!?; 
重義く も の 反をかう乗帰 ………...・H ・..…… lo けい 三£うぷお
H技 7必来射はら、る宅 てる よき。 ょが

三守事長?ぷイセ主主 i; 議f長 E jj えそ
な…す転フ‘ f L 1まれ →ー…… 一……一一一… しを し、 被 た

影
絵
「
さ
る
と
か
に
L

ほ
か
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我
蕗
子
の
歴
史

1
万
年
+
I万
年

第

5
田
子
ど
も
の
た
め
の
壁
史
教
室

ス
リ
y
ブ
し
て
み
ま
せ
ん
か
の
お
紋
は
甲
定
鎌
知
人
(
先
着
溺
)

7
月
刊
判
段
、
市
民
会
館
で

市
南
九
綴
…
主
人
室
の
滋
本
察
側
先
生
で
す
。

W
申
込
方
法
性
従
ハ
グ
弘
、
じ
住
所

十
点
ふ
宇
子
生
の
務
詩
人
、
お
た
ち
は
我
V
日
同
時
7
月
初
打
開
門
火
〉
午
前
叩
時
か
氏
名
-
p
r
日
間
・
4
y
命
中
a
電
話
番
HV3世
紀

孫
子
の
舎
の
こ
と
を
ど
の
く
ら
い
如
、
ら
正
午
ま
で
人
し
、
7
内
内
総
門
口
(
汁
)
ま
が
い
ゑ
w怖
心
E

て
い
ま
す
か
勾
雪
山
内
チ
と
も
の
た
め
事
続
出
民
事
務
2
・
え
議
室
1
8
5
5
、
市
長
義
聖
教
室
係

の
綬
史
教
室
で
培
、
市
内
い
M
M
q
夜
す
る
帯
一
対
象
小
学
校
4
年
生
か
ら
中
，
‘
卒
中
ま
で
送
っ
て
く
応
加
の
い
α

申
九
時
的
を
参
考
に
総
務
，
十
の
肘
邸
中
人
γ

い
つ
い

で
総
数
し
ま
ナ

G

「
あ
び
こ
史
跡
ま
3

ぷ
ん
と
「
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
あ
び
こ
」

を
け
見
主
が
ら
、
絞
め
状
孫
チ
ヘ
タ
イ
ム

市
民
図
書
館
一
度
掠
み
お
楽
し
み
会

rγ
を
t
寺
。
、
ナ
ト
3
2
き
ら
み
e

ド

2

ワ
R
n
t
山
口
同
、
術
開
民
会
践
で
…
'
一
a
3
う
d
L
f
u
U
2
う

1
・

尚出自

q後
3
時
か
ら
3
H
吋
品
分

市
内
に
お
訟
ま
い
の
お
録
名
ん
と
ち
曹
一
環
的
市
径
一
定
滋
?
ん
治
会
議
案

に
級
料
開
制
を
や
っ
て
い
た
、
た
き
ま
す
d
V
対
象

-q
議
か
ら
知
識
蝋
く
ら
い
ま
で

言
、
広
焚
必
へ
と
で
く
ど
き
い
2

甲
内
容
雲
「
き
る
と
か
口
氏
、
ス

(
1
山
内
け
と
2
同
け
H
は
日
間
と
市
内
線
で
す
の
ヲ
f
ト
「
ァ
ナ
ン
ン
と
6
び
き
の
む
す

ど
む
ら
か
柑
抑
止
口
の
zM
い
時
間
附
彩
い
い
来
て
こ
い
ほ
か

く
だ
さ
い
よ
な
お
、
会
均
の
綜
合
じ
よ
V
醐
問
い
合
わ
せ
い
市
災
M
問
書
館

り
、
人
同
吋
は
間
人
銃
後
に
斜
線
怠
ぜ
て
官
(
制
一
1
1
1
0

い
た
ど
き
ま
す
の
で
、
ご
す
ネ
く
だ
さ
書
長
嘉
は
護
撃
の
た
め

い
α
人
馬
は
無
料
い
で
す
の
仁
、
7
丹
羽
目
以
体
総
い
た
し
ま
ナ
。

v
g時
7
H
H
銭
円
日
一
本
J
*
1
問
問
国
国

軍
司
世
間
型
日
制
閉
亙
〔
引
一
一
団
わ
れ
交
ね

UHdmmM2
年
U

j
i
j
i
-
-
i
j
'
柴
山
崎
9
0
4
の
1
我
孫
子
雲
市
潟
市
川
我
訟
冒
1
1
s
t
i
l
l
-
-
a
む
、
品
川
州
制
・
一
殺
の
抑
制
一
卒
、
$
4
9
0
家
伶
…
制
へ
究
室
・
袋
詰

γ牧
、
宇
勾
も
…

交

通

事

故

時

間

応

対

策

一

空

豊

富

ヘ

護

L
で

く

だ

コ

わ

が

家

の

交

通

事

芸

術

託

事

総

3

i

j

主

主

人

L
て
く
だ
さ
い
a

一

九

足

立

な

む

、

募

然

災

分

、

往

々

氏

一

務

庁

交

添

市

黍

対

纂

車

交

議

資

金

作

文

@

担

問

誌

の

綴

に

隠

す

る

ア

イ

デ

ア

一

名

、

長

、

撃

主

2
2
孟策会
t
作

文

募

集

係

へ

ψ

v

a

妬
護
絡
喜
(
た
だ
し
1
A
z

i
l
-
-
i
i
i
i
ー
ー
i
i
K
M
M
お
も
…
、
郵
便
添
勾
を
明
記
し
て
く
f
l
i
i
i
i
l
i
-
-
i
!
i
!
V
締
め
切
り
9
狩
抑
制
(
当
幻
滅
印
点
以
内
'H作
の
も
の
~

茎

談
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滑
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縫
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炉教事著委員会校長誉教事誓議内少年七ンター

@問い合わせ宮{車場1900(秘密厳守)



i州 7 泌

いよいよ褒祭りの季節、八猿神社の

祭ネし、滋認祭ももう間近です。

この祭!こ伴い、次合通り;Q:i滋線龍ガ

fをおれますので、ご珪藤ください。
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築
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蒋
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融
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句
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仇
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滋
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滋
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縦
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⑬
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通
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。

ア
月
剖
日
・
抗
日

八
坂
神
社
祭
礼

S 
I 

で
車
輔

。
制
開
罰
7
月
吋
即
日
一
金

J

幻川口〈小川叫叩
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仏
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ぬ
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が
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し
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仇
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、
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鐙
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叩
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叫
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蒸
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蜘
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付
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。
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催
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叫
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句
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台
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仔
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狭
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XXXX片側通行話芸;



.

議

選

snι
拙
欄
え
さ
勺
れ
た
秘
的
仲
聞
は
、
気
し
て
く
だ
幸
い
a

島

畑

一

ず

白

書

上

線

と

と

も

に

ぞ

ん

ぐ

ん

を

翌

二

Y
Zン
グ
警
は
十
分
…

場

遭

い

い

鴻

織

で

い

ま

す

。

し

か

し

こ

の

時

器

、

線

議

し

て

〈

ま

い

。

民

i
沿
沿
引
紛
家
主
制
舶
の
宜
目
撃
重
品
ふ
お
お
れ

V
問
い
合
わ
せ
農
政
謀

説

aM働
社

潟

市

会

叫

望

釦

開

畿

財

場

る

時

で

も

あ

り

ま

℃

舎

も

上

認

の

t
d
H，
m
-
Z
¥
d

d織
鞠

判

制

恥

返

り

豊

中

整

会

い

ま

す

。

次

誠

一

;

¥

際

川

口

強

主

に

十

分

ど
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仇
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榊
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襲
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…
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縁
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司
H

て
あ
げ
ま
す
い
と
品
認
め
か
わ
り
に
れ
た
、
附
闘
を
も
ん
?
く
れ
介
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濃
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燥
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を
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。
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翻
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。
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猷
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献
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叫
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仁
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融
市
祉
問
機
合
手
M
で
、
コ
ル
ツ
う
と
す
る
立
の
時
附
閥
、
た
だ
で
さ
え
疲

P
す
か
hsh糾
航
海
で
き
る
こ
と
は
、
あ
な
午
線
9
時
如
何
分
か
ら
午
後
S
時
ま
で
世

vmい
会
わ
せ
以
後
セ
ン
タ
ー

私
家
主
〕
静

AS契
約
に
よ
る
警
主
て
い
れ
や
す
い
の
に
献
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憩
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、
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熱
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菌
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暗
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熱
を
紛
え
る
と
死
ん
で
し
ま
み
す
ぢ
て
い
る
と
、
席
内
の
議
綾
は
上

の
ポ
イ
ン
ト
主
議
一
読
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
い
ま
す
。
火
を
使
っ
て
災
後
告
す
る
食
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
冷
描
峨
耐
牒

口
聞
は
、
ト
分
に
紛
糾
燃
し
ま
し
ょ
う
。
の
中
で
も
、
も
の
は
織
る
こ
と
が
あ
る

食
中
描
母
子
綴
の
3
原
則

の
で
す
。

冷
綾
織
の
治
信
は
禁
物

紛

潟

潟

の

じ

ん

濠

@

終

曲

罰

・

冷

却

が

機

山

門

的

滋

波

多

上

げ

な

い

た

め

、

総

食
堂
帯
予
防
の
3
原
則
問
。
逗
酬
の
ポ
イ
食
べ
物
辻
冷
蔵
庫
の
中
に
入
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燃
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滋
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。
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受
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す
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滋
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携
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繋
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友
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械
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入
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滋
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縫
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i毅議テニス講懇i絞殺刷協議会品、側一

砂翼器包 ア問2普段、 81"l4Eヨ、竹 み誉議後畿の-I輯点して、争議後チ

マ目白、筋線のさきEヨ擦を詰89 やりでティーをおい2F之言。収費量殺は
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i30分 l 付制

叩 参恕自宅ずみ入者を芸事長まを字。
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少対象 m内在授の主主人10名、

{共108CJJI4年生以上〉交言語i議。
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